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《
二
月
ニ
十
五
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

社
団
法
人
倫
理
研
究
所
、
倫
理
経
営
上
級
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
澤
秀
一
郎
氏
（
沢
矯
正
歯
科
医
院
）
を
講
師
に

お
招
き
し
テ
ー
マ
『
今
、
社
会
で
期
待
さ
れ
る
人
間
像
』

と
題
し
て
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
講
話
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
と
「
親
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。
親
を
大
事
に
す
る

と
良
い
事
が
一
杯
あ
り
ま
す
。
」
ま
た
「
お
墓
参
り
に
行

っ
た
時
に
は
、
未
来
完
了
形
の
お
願
い
（
お
陰
様
で
、
出

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。）
を
す
る
と
、

そ
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。
」
そ
し
て
「
倫
理
を
通
じ
て

出
会
っ
た
会
員
同
士
が
結
婚
。
披
露
宴
の
謝
辞
で
新
郎
の

父
親
が
、
感
極
ま
っ
て
良
い
嫁
が
来
て
く
れ
た
と
土
下
座

し
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
と
し
か
言
え
な
か
っ

た
。
そ
れ
を
見
て
新
婦
側
で
は
、
い
い
家
に
嫁
ぐ
こ
と
が

出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
話
し
、
参
列
し
た
人
た
ち
が

皆
一
様
に
感
激
し
涙
し
て
い
ま
し
た
。
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
更
に
、
「
倫
理
法
人
会
会
長
の
役
目
は
、
明
る
い
人

の
意
見
を
聞
く
こ
と
。
人
と
人
を
繋
ぐ
こ
と
。
明
朗
・
愛

和
・
喜
働
の
で
き
る
人
は
得
す
る
人
生
。
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

の
で
き
る
人
。
ブ
ー
メ
ラ
ン
の
法
則
と
チ
ャ
ラ
理
論
。 

四
つ
の
幸
せ
は
①
貰 

う
②
あ
げ
る
③
出
来 

る
④
今
が
幸
せ
。
」
等
、

貴
重
な
体
験
に
基
づ 

か
れ
た
お
話
に
、
感
銘

し
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
ご
遠
方
の

所
を
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 講師の澤秀一郎氏 

◆
「
経
営
者
の
集
い
」
南
越
谷
自
治
会
館 

・
七
日
（
木
）
十
九
時
～
ニ
十
時 

 

講
師 

小
田 

洋
（
詳
細
は
前
記
） 

テ
ー
マ
『
苦
労
は
宝
物
』 

◆
「
会
員
研
修
」
南
越
谷
自
治
会
館 

・
二
十
一
日
（
木
）
十
九
時
～
ニ
十
時 

講
師 

小
野
寺 

明
美
（
詳
細
は
前
記
） 

テ
ー
マ
『
男
は
度
胸
・
女
は
愛
嬌
』 

【 

四
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
一
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

越
谷
市
倫
理
法
人
会 

会
員 

青
木 

伸
翁
（
㈱
ア
オ
キ
） 

テ
ー
マ
『
よ
っ
ぽ
ど
の
縁
』 

・
八
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

横
須
賀
市
倫
理
法
人
会 

会
長 

小
田 

洋 
(

㈱
エ
ム
ア
イ
シ
ー)

 
 

テ
ー
マ
『
倫
理
は
楽
し
い
』 

・
十
五
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

さ
い
た
ま
市
南
倫
理
法
人
会 

専
任
幹
事 

長
内 

繁
（
㈱
ベ
ッ
ク
） 

テ
ー
マ
『
倫
理
で
我
を
捨
て
る
』 

・
二
十
二
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
参
事 

 

小
野
寺 

明
美
（
㈱
小
野
寺
工
務
店
） 

テ
ー
マ
『
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
、
常
に 

 
 
 
 

問
題
意
識
を
も
つ
』 

・
ニ
十
九
日
（
金
） 

清
掃
活
動 

①中村猛会長の挨拶で始まりました 

《
二
月
ニ
十
五
日
の
Ｍ
Ｓ
・
会
員
ス
ピ
ー
チ
》 

 

原
田
秀
一
幹
事
の
会
員
ス
ピ
ー
チ
は
、
自
己
紹
介
の
後
に

①
「
越
り
ん
」
を
読
ん
で
ま
す
か
？
と
「
越
り
ん
」
作
成
者

と
し
て
の
苦
労
話
と
愛
読
に
感
謝
。
②
昨
日
、
二
男
に
も 

二
人
目
の
娘
が
誕
生
し
、
孫
が
四
人
に
な
り
ま
し
た
と
、
目

を
細
め
て
の
嬉
し
い
報
告
③
越
谷
市
議
会
議
員
選
挙
三
期
目

に
出
馬
せ
ず
、
母
親
の
介
護
の
た
め
に
秋
田
の
実
家
に
帰
省

す
る
こ
と
の
決
意
を
発
表
。
倫
理
を
学
ん
で
、
自
分
の
命
の

元
で
あ
る
親
と
先
祖
を

大
事
に
す
る
心
と
実
践

の
大
切
さ
に
気
づ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
倫
友
と
の

素
晴
ら
し
い
出
会
い
、
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
ご
支

援
と
ご
指
導
に
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
、
と
結
ば
れ

ま
し
た
。
全
て
に
感
謝
。

会員スピーチの原田秀一幹事 

 
 

謹
ん
で
震
災
の 

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す 

 

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
・
長
野
県 

北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ

ま
に
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

一
日
も
早
い
復
旧
と
皆
さ
ま
の
ご
健
康
を
心
か
ら 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

越
谷
市
倫
理
法
人
会 

役
員
一
同 
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《
会
員
ス
ピ
ー
チ
》 

事
務
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
飯
田
剛
氏
（
㈲
飯
田
商
会
）
は
、
自
動
車
保
険
に

入
ら
な
い
、
車
検
も
取
ら
な
い
人
が
多
い
。
倫
理
感
の

崩
壊
を
実
感
。
倫
理
を
も
う
一
度
、
社
会
に
ア
ピ
ー
ル

し
社
会
の
再
生
に
努
力
す
る
事
が
大
事
と
語
る
。
感
謝

《
三
月
四
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

比
企
準
倫
理
法
人
会
会
長
の

井
口
富
夫
氏
（
㈱
マ
ル
イ
）
を
講
師
に
お
招
き
し
、『
倫

理
普
及
に
燃
え
て
』
を
テ
ー
マ
に
「
学
ん
だ
ら
お
伝
え

す
る
、
そ
れ
が
普
及
で
す
。
Ｍ
Ｓ
で
は
、
新
し
い
人
に

来
て
頂
き
良
さ
を
伝
え
た
い
。
県
の
お
役
が
終
わ
っ
た

後
で
、
学
ん
だ
事
を
単
会
に
持
ち
帰
り
底
辺
拡
大
に
努

め
る
事
が
本
当
に
大
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

そ
し
て
「
普
段
会
え
な
い
社
員
に
日
誌
を
書
く
こ
と
に

し
、
コ
メ
ン
ト
も
添
え
交
流
の
場
と
し
て
い
ま
す
。
」

ま
た
「
信
用
が
高
い
か
、
低
い
か
が
大
事
で
す
よ
。
人

生
は
年
を
重
ね
る
ご
と
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
る

か
ど
う
か
、
余
生
を
楽
し
く
出
来
る
か
ど
う
か
、
今
の

繋
が
り
が
大
事
で
す
よ
。
」
と
、
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
。

笑
顔
で
元
気
一
杯
の
講
話
に
、
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

                        

会
員
ス
ピ
ー
チ
は
関
根
隆
弘
副
専
任
幹
事
（
㈱
関
根
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
）
。
こ
の
度
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
被
害
に
あ
わ
れ

た
方
々
へ
、
仲
間
に
呼
び
か
け
て
、
義
援
金
を
集
め
、
ま
た
救
援
物

資
を
届
け
た
こ
と
。
そ
し
て
被
災
者
に
涙
し
、
今
、
自
分
達
が
出
来

る
こ
と
に
全
力
で
行
動
さ
れ
た
話
が
心
に
響
き
ま
し
た
。
感
謝
。 

《
三
月
十
一
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

甲
斐
市
倫
理
法
人
会
会
長
の

米
山
久
登
氏
（
㈲
ワ
イ
・
ス
テ
ッ
プ
）
を
講
師
に
お
招
き

し
『
ラ
イ
バ
ル
は
昨
日
の
自
分
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
頂

き
ま
し
た
。「
一
人
朝
礼
」
の
実
演
か
ら
始
ま
り
、「
お
客

様
や
地
域
に
愛
さ
れ
る
企
業
に
な
る
た
め
に
は
、
ま
ず
妻

に
愛
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
気
付
き
ま
し
た
。
」

と
、
体
験
に
基
づ
く
素
晴
ら
し
い
講
話
で
し
た
。
感
謝
。

《
三
月
十
八
日
の
Ｍ
Ｓ
》 

社
団
法
人
倫
理
研
究
所
参
与
の 

戸
田
徹
男
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、『
古
く
て
新
し
い
企
業
の
あ

り
方
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、「
災
害

に
対
す
る
実
践
の
ヒ
ン
ト
、
三
つ
の
備
え
①
食
糧
や
備
品
を
一

週
間
分
確
保
し
て
置
く
。
②
行
動
の
備
え
：
家
具
の
転
倒
防
止

等
、
平
素
確
認
し
て
お
く
。
③
心
の
備
え
：
日
本
の
場
合
い
つ

地
震
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
。
」
ま
た
「
日
本
人
が
大
事
に

し
て
き
た
も
の
、
そ
れ
は
長
期
的
な
信
頼
を
築
く
こ
と
。
商
い

で
は
三
方
（
売
り
手
・
買
い
手
・
世
間
）
良
し
、
と
し
て
き
た
。

正
直
・
勤
勉
が
日
本
人
の
戦
略
で
す
。
も
う
一
度
見
直
し
て
欲

し
い
。
」
そ
し
て
「
来
て
く
れ
た
お
客
様
に
、
ど
れ
だ
け
満
足
し

て
貰
え
る
か
。
そ
れ
だ
け
を
真
剣
に
考
え
て
欲
し
い
。
売
り
上

げ
は
結
果
だ
か
ら
後
か
ら
つ
い
て
来
る
。
」
等
、
感
銘
を
覚
え
ま

し
た
。
分
か
り
易
い
ご
指
導
に
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

講師の井口富夫氏 

会員スピーチの飯田剛事務長 

 

講師の戸田徹男参与 

三役が募金の協力を呼びかけ 

会
員
ス
ピ
ー
チ
は
関
根
隆
弘
副
専
任
幹
事
（
㈱
関
根
エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）
。
自
分
は
、「
越
谷
に
運
送
会
社
の
専

門
学
校
を
創
る
の
が
夢
で
す
。
夢
に
向
か
い
、
絶
え
ず
頑

張
っ
て
行
き
ま
す
。
」
と
、
い
つ
も
な
が
ら
笑
顔
が
溢
れ
、

力
強
い
ス
ピ
ー
チ
に
、
元
気
を
貰
い
ま
し
た
。
感
謝
深
謝
。

80 社 85 名の参加者に感謝 「一人朝礼」実演の様子 

会員スピーチの関根隆弘氏 講師の米山久登会長 
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